
当院のコロナウイルス対応について 

 

感染症指定医療機関である知多厚生病院では、今回の新型コロナウイルス関連の対応として、政府及び行

政より陽性患者の入院受け入れ要請があった場合に、知多及び半田保健所管内に在住で、行政や医療機関な

どから要請があった方を中心に受け入れを行う予定です。 

これらの対応に伴い、地域の皆様方には大変なご心配をかけるかと存じますが、現在日本各地で起きてい

る状況を鑑み、ご理解いただくことを何卒お願い申し上げます。 

なお、当院にて陽性患者を受け入れることに伴い、通院している患者さん及び地域住民の皆様は大変不安

なことと存じます。しかしながら、当院では感染症の患者さんと通常外来の患者さんの動線が完全に隔離さ

れた専用病棟にて対応いたしますので、外来及び地域住民の方々が気づかないうちに接触するようなことは

ありませんのでご安心ください。 

また、新型コロナウイルスに感染した疑いのある患者さんは、必ず事前に保健所へ電話連絡を行っていた

だき指示を仰いでください。くれぐれも直接病院へ来院しないようにお願いいたします。 

 

【感染症病棟とは】 

感染症病棟は、県などの行政機関などから感染症患者の受け入れ要請があった場合に、受け入れを行う

専用病床です。感染症病棟は、通常運用とは物理的に隔離された場所にあり、感染症を受け入れる際に一

番重要とされるゾーニング（安全エリアと危険エリアの区分け）が確立してあります。このため、入院も

しくは来院された通常患者さんが知らないうちに感染症患者さんと接触してしまうことはありません。 

［感染症病棟へ入院要請がある疾患（例）］ 

新型インフルエンザ、鳥インフルエンザ、麻疹、風疹、水痘、コロナウイルス、SARS、MARS 等 

 

【コロナウイルス感染が疑わしい方】 

症状や渡航歴などから、コロナウイルス感染が疑われる方については、下記手順に則って対応をお願い

いたします 

１．保健所や厚労省設置の相談センターなどに電話連絡 

２．保健所（厚労省相談センター）の指示を仰ぐ 

３．指定された医療機関に電話連絡 

４．電話連絡後、指定された医療機関を受診 

特に妊婦の方や既往症をお持ちの方は、心配が重なることと思います。指定された手順に則って対応す

ることが、他の方を守ることにも繋がりますので、必ず上記手順に従ってください。 

 

【Ｑ＆Ａ】 

Ｑ１＿陽性患者を受け入れることで、他の患者にうつることはないか？ 

Ａ１＿完全に隔離された感染症病棟で対応するので、その陽性患者さんから他の方へ感染することは通常

あり得ません。対応する医療従事者も感染防護を行い、且つ勤務等を分ける対応をしていますので、

安心してください。 

 

 

 

 

Ｑ２＿心配なので陽性患者が入院した際には、公表してくれるのか？ 

Ａ２＿陽性患者さんが入院しているか否かの公表は、公衆衛生上の観点及び患者の個人情報保護の観点よ

り、差し控えさせていただきます。何よりも私たちは、入院される患者さん及び地域住民のあらゆ

る不安から守ることが大切であると考えております。その点を踏まえた判断であることをご了承願

います。 

 

Ｑ３＿テレビなどのメディアで電話再診をして処方してくれると報道しているが、知多厚生病院ではその

ような対応をしてくれるのか？ 

 Ａ３＿当院では、患者さんの容態及び検査値を確認したうえで処方をしていますので、現時点で電話再診

でのお薬投与は行っていません。 

 

Ｑ４＿今は外来受診を控えた方が良いか？ 

Ａ４＿感染症患者の対応をしている場所と動線は完全に隔離されています。感染の危険はありませんので

特に外来受診を控える必要はありません。コロナウイルスの不安より、現状の薬を飲まない方がか

えって危険な場合があります。なお、来院時にはマスク着用や手洗いなど、感染予防対策を十分に

行ってください。 

 

Ｑ５＿知多厚生病院で、新型コロナウイルスの検査はできるのか？ 

Ａ５＿現在のところ当院に直接来院しても検査を行うことはできません。当院も県や保健所の指示に従っ

て対応しているところですので、検査が行えるところは、保健所などにご確認ください。 

 

【地域の皆様へ重ねてのお願い】 

今回は、地域の皆様にとっては大変不安であることと思われます。しかしながら、私たち感染症指定医

療機関の医療従事者は、国難となっている現状から、むしろこの地域を守りたい一心であることをご理解

お願い申し上げます。そのなかで、コロナウイルス対策をより一層強化し、この病気に打ち克つ所存です

ので、ご理解賜ることを重ねてお願い申し上げます。 

最後に、全国で今回の対応に懸命に従事している医療従事者及びその家族の方々に敬意を表します。 
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